
 

 

 

 

 

冬 来 た り な ば 春 遠 か ら じ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 山形県立楯岡特別支援学校 

校長室だより   

 

令和５年１２月２１日（木） 

No.６ 

校長：沓澤 聖 

 １２月も後半に入り、雪の季節となりました。いよいよ厳しい冬の到来です。 
 寒さと一緒にインフルエンザ等の罹患者も増えてきました。冬休み中も御家庭での健康管理、手洗
い・換気等の感染対策をよろしくお願いします。 
 さて、学校ではＰＴＡ学年行事を実施したり、クリスマスにちなんだ学習を行ったりしながら、寒
い中でも充実した毎日を送ることができました。保護者の皆様の御理解と御協力に感謝申し上げま
す。各種調査・アンケートの御協力もありがとうございました。学期後半は、他校の先生方も参加し
た授業研究会や研修会を開催したり、県議会議員の方々の視察に対応したりするなど、外部への発信
機会も多くありました。また、村山市からの農産物の寄贈（楯岡校）や作品・製品巡回展示会（寒河
江校・大江校）などが山形新聞に掲載され、学校の様子を全県に発信することもできました。これか
らも、子供たちや保護者の方々、地域の方々にとって、魅力ある学校であり続けたいと考えています。 
 明日は、一年で日中の時間帯が最も短い日「冬至」です。これから徐々に日が長くなり、一歩ずつ
春に近づいていきます。冬本番を迎えたばかりでなかなか実感がわきませんが、冬至かぼちゃを食べ
ながら、「冬来たりなば春遠からじ」と念じて元気を出していきたいと思います。 
 今年も皆様よりたくさんの御協力をいただき、誠にありがとうございました。 
来年もどうぞよろしくお願いいたします。 よいお年をお迎えください。 

 

 

楯岡校中学部 村山産業高校との交流 
チューリップ植栽 

大江校高等部 校外学習 
地域について調べよう 

楯岡校小学部  
忍者遊び  
～山登りの術～ 

大江校 全校活動 しっぽ取り 

楯岡校高等部 総合的な探究の時間  
そば打ち体験 

寒河江校 ＡＬＴ交流 
カナダのアレックス先生と 


